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福島県中通り地方、郡山市周辺
には立派な「一本桜」が数多くあ
ります。写真の「上石（あげいし）
の不動ザクラ」は樹齢約350年
と言われ、郡山市指定天然記念
物となっています。境内のお堂の
中には不動明王が祀られてお
り、このお堂は幕末頃には寺子
屋として使われ、その名残が天
井などの落書きに見られます。
※郡山市観光協会ホームページ
より一部引用

【菜の花と桜】
撮影日：２０２５年４月２７日
撮影地：郡山市中田町

すべては患者さんのために
Southern TOHOKU 
Research Institute for 
Neuroscience

みなみとうほく

外来診療予約専用フリーダイヤル

眼科診療予約専用ダイヤル

2面　
3面　
4面　
5面　
6面　
7面　　
8面　

薬局だより「花粉症に使用される薬」 食の豆知識「たけのこ」
医学健康講座「脳卒中を予防しよう」
連携医院・病院紹介「浜津眼科」
モロビ通信 医療・健康トピックス 身体の不思議
施設だより「総合南東北福祉センター／ゴールドメディア」
山口和之さんのいきいき企業探訪「福島中央テレビ」
２月の手術件数・救急車台数 編集後記 ほか

総合南東北病院外科医長
佐藤　直



花粉症に使用される薬薬局だより
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「朝掘りがよい」と言われるように、たけのこは鮮度が命。切り口が純白
で、みずみずしいものを選びましょう。先端は黄色で「ずんぐり型」がお
すすめです。

選び方のポイント

たけのこは春を代表
する食材です。掘り
出されたたけのこは
時間を追うごとに
アクが強くなっていきますので、
おいしく食べるために手早く下茹
でを行いましょう。

たけのこ

知っ
て得す

る！美味しいお話！

昔から「たけのこを掘り始めたら、お湯を沸かしておけよ」と言われるほ
ど、手早く下茹ですることが大事です。たけのこは部位の硬さによって
用途を使い分けると良いでしょう。先端の柔らかい部分は酢の物や和
え物に。中央部は煮物、炒め物、揚げ物に適しています。根本は繊維が
多く硬いですが、薄切りやおろして揚げたり炒めたりすると美味しく調
理できます。

調理のポイント

　
春
先
に
な
る
と
、
く
し
ゃ

み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
、
目

の
か
ゆ
み
と
い
っ
た
症
状
に

悩
ま
さ
れ
る
方
が
増
え
ま
す
。

花
粉
症
は
正
式
に
は
季
節
性

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
呼
ば

れ
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

花
粉
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

体
内
で
作
ら
れ
た
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗

体
が
花
粉
に
反
応
す
る
と
、

ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の
化
学
伝

達
物
質
が
放
出
さ
れ
、
鼻
や

目
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
『
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
ガ
イ

ド
２
０
２
１
年
版
』
で
は
治

療
の
基
本
と
し
て
①
抗
原

回
避
②
薬
物
療
法
③

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療

法
④
手
術
療
法
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
中
心
と
な
る
の

が
薬
物
療
法
で
、
重
症
度

や
病
型
（
く
し
ゃ
み・鼻
水
型
、

鼻
づ
ま
り
型
、
充
全
型
）
に

応
じ
て
治
療
を
組
み
立
て
て

い
き
ま
す
。

　
主
な
治
療
薬
に
は
、
第
二

世
代
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
鼻

噴
霧
用
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、
ロ

イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗

薬
が
あ
り
ま
す
。
第
二
世
代

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
は
ヒ
ス
タ

ミ
ン
の
作
用
を
抑
え
て
く
し

ゃ
み
・
鼻
水
を
改
善
し
ま
す
。

鼻
噴
霧
用
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は

鼻
粘
膜
の
炎
症
を
局
所
で
抑

え
、
鼻
づ
ま
り
を
含
む
す
べ

て
の
鼻
症
状
に
有
効
で
、
軽

症
か
ら
重
症
ま
で
幅
広
く
推

奨
さ
れ
る
基
本
治
療
薬
で
す
。

鼻
づ
ま
り
が
強
い
場
合
に
は

ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮

抗
薬
の
併
用
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
症
状
が
強
い
際

に
は
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
花
粉
飛
散
初
期
か
ら
治

療
を
開
始
す
る
初
期
療
法
も

効
果
的
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
成
分
の
一
部
は

Ｏ
Ｔ
Ｃ（
O
v
e
r  

T
h
e 

C
o
u
n
t
e
r
）
医
薬
品

と
し
て
市
販
さ
れ
て
お

り
、
軽
症
で
あ
れ
ば

市
販
薬
で
対
応
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

し
か
し
、
症
状
が
十

分
に
改
善
し
な
い
場

合
や
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関

で
の
受
診
を
検
討
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
症
状
に
合
っ
た
薬
剤
を
適

切
に
選
び
、
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
に
合
う
治
療
を
見
つ
け
、

花
粉
の
季
節
を
少
し
で
も
快

適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
参
考
》

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
ガ
イ

ド
２
０
２
１
年
版

　
　
薬
剤
科　
海
村
友
香

【たけのこと野菜の炊き合わせ】（４人分）

・たけのこ 400g　・里芋 160g　・かぼちゃ 80g　
・絹さや ４枚　・人参 40g　・乾燥わかめ 小さじ１
・木の芽 適量　・だし汁 300 ㎖　・砂糖 大さじ２
・薄口醬油 大さじ２　・みりん 大さじ1　・塩 適量
① かぼちゃ、人参は薄切りにし、絹さやはヘタを除き、筋を取ったら塩茹でにして
おく。たけのこは下茹で後、穂先を残して５㎜程度の厚さにする。里芋は皮をむ
き、塩でもむ。乾燥わかめは水に浸して戻しておく。

② 鍋にだし汁とたけのこ、かぼちゃ、人参、里芋を入れて火にかけ、煮立ったら調
味料を入れて弱火で10 ～15分煮る。

③ 竹串に刺さる程度に柔らかくなったら、絹さや、わかめを加えてさっと煮て、
そのまま冷めるまでおいて、味をなじませる。器に盛り、木の芽を飾り完成！

参考：旬の野菜の栄養事典
（栄養管理科）
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総合南東北病院 副院長
脳神経外科 診療部長

生沼 雅博 先生
おいぬま まさひろ講演内容は当院

HPで聞くことが
できます。

健康講座医学
総合南東北病院

2/21（土）
開催

血圧管理や生活習慣の改善などで脳卒中のリスクを減らす

Ｔ（
フ
ァ
ス
ト
）」
を
覚
え
て
く
だ

さ
い
。
F
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
）
は
顔
。

顔
の
片
側
が
下
が
る
、
口
角
が
上

が
ら
な
い
。
A
（
Ａ
ｒ
ｍ
）
は
腕
。

片
方
の
腕
に
力
が
入
ら
な
い
、
お

箸
や
お
茶
碗
を
落
と
す
。
S
（
Ｓ

ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
）
は
言
葉
。
ろ
れ
つ

が
回
ら
な
い
、
言
葉
が
出
て
こ
な

い
。
T
（
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
）
は
時
間
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
ひ
と
つ
で
も
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。「
明
日
ま
で
様
子
を
見

よ
う
」
と
い
う
油
断
が
、
一
生
の

後
悔
に
つ
な
が
り
ま
す
。
脳
の
治

療
は
１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の

勝
負
な
の
で
す
。

■
お
薬
と
の
付
き
合
い
方

　
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
「
血
圧
の

薬
は
一
度
飲
み
始
め
た
ら
一
生
で

す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
確
か
に

飲
み
続
け
る
方
は
多
い
で
す
が
、

そ
れ
は
一
生
、
脳
卒
中
に
な
ら
な

い
た
め
の
保
険
。
薬
を
飲
む
の
が

目
的
で
は
な
く
、
脳
卒
中
を
予
防

し
て
、
健
や
か
な
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
が
真
の
目
的
で
す
。

■
要
介
護
に
な
ら
な
い
未
来
へ

　
脳
卒
中
は
全
年
齢
の
死
亡
原
因

で
は
第
４
位
で
す
が
、
75
歳
以
上

に
限
れ
ば
第
１
位
、
そ
し
て
要
介

護
に
な
る
原
因
の
第
１
位
で
も
あ

り
ま
す
。
ご
自
身
の
た
め
、
そ
し

て
大
切
な
ご
家
族
の
た
め
に
も
、

今
日
お
話
し
し
た
10
か
条
を
ひ
と

つ
で
も
多
く
実
行
に
移
し
て
く
だ

さ
い
。
予
防
は
今
日
か
ら
、
こ
の

瞬
間
か
ら
可
能
で
す
。

だ
さ
い
。
禁
煙
し
て
10
年
も
経
て

ば
、
リ
ス
ク
は
吸
わ
な
い
人
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
く
な
り
ま
す
。
５
番

目
は
お
酒
。「
控
え
め
は
薬
、
過

ぎ
れ
ば
毒
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、

１
日
の
目
安
は
ビ
ー
ル
５
０
０
㎖
、

あ
る
い
は
日
本
酒
１
合
程
度
に
留

め
ま
し
ょ
う
。
６
番
目
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
。
特
に
「
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
」
は
動
脈
硬
化
を
加
速

さ
せ
ま
す
。
血
管
の
壁
に
ド
ロ
ド

ロ
し
た
油
が
染
み
込
み
、
硬
い
血

管
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

■
食
事
や
運
動
な
ど
で
土
台
作
り

　
７
か
ら
９
番
目
は
日
々
の
暮
ら

し
の
土
台
に
つ
い
て
で
す
。
食
事

は
塩
分
と
脂
肪
を
控
え
、
バ
ラ
ン

ス
を
大
切
に
。
塩
分
は
血
圧
に
直

結
し
ま
す
。「
甘
く
て
辛
く
て
脂

っ
こ
い
」
も
の
は
美
味
し
い
で
す

が
、
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
に
つ
い
て
は
、
習
慣
が
あ
る

人
は
脳
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
が
約

６
割
も
低
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
運
動
を
継
続
し
、
筋
肉
量
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
肥
満
、

特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
は
要
注
意
で
す
。
男
性
は
腹

囲
85
㌢
、
女
性
は
90
㌢
が
ひ
と
つ

の
基
準
で
す
。
こ
れ
に
血
圧
・
血

糖
・
脂
質
の
異
常
が
重
な
る
と
、

万
病
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

■
も
し
も
の
時
の
迅
速
な
行
動

　
最
後
、
10
番
目
は
「
起
き
た
ら

す
ぐ
に
病
院
へ
」
で
す
。
脳
卒
中

を
疑
う
サ
イ
ン
と
し
て
「
Ｆ
Ａ
Ｓ

■
糖
尿
病
と
不
整
脈
の
放
置
は
禁
物

　
２
番
目
は
糖
尿
病
で
す
。
糖
尿

病
を
放
置
し
て
い
る
方
は
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
に
な
る
危
険
が
普
通

の
方
の
3
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。

健
診
の
血
糖
値
デ
ー
タ
を
「
少
し

高
い
だ
け
だ
か
ら
」
と
見
逃
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
３
番
目
は
不
整

脈
、
特
に
心
房
細
動
と
い
う
病
気

で
す
。
心
臓
が
不
規
則
に
震
え
る

状
態
で
、心
臓
の
中
に
血
の
塊（
血

栓
）
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
塊
が
血
流
に
乗
っ
て
脳
の
血

管
に
飛
び
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の

が
心
源
性
脳
塞
栓
症
で
す
。「
一

瞬
、
手
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
け

れ
ど
、す
ぐ
治
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
一
過
性
脳
虚

血
発
作
は
、
脳
梗
塞
の
前
触
れ
と

し
て
非
常
に
危
険
で
す
。
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
見
逃
さ
ず
に
す

ぐ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
生
活
習
慣
に
潜
む
毒
を
避
け
る

　
４
番
目
は
タ
バ
コ
で
す
。
タ
バ

コ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
に

比
べ
て
脳
卒
中
リ
ス
ク
が
２
・
５

〜
４
・
５
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

実
は
、
私
も
以
前
は
吸
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
吸
っ
た
時
の
あ
の

ク
ラ
ク
ラ
す
る
感
覚
を
覚
え
て
い

ま
す
か
。
脳
の
血
管
が
ギ
ュ
ッ
と

細
く
な
り
、
血
流
が
一
時
的
に
途

絶
え
て
い
る
サ
イ
ン
な
の
で
す
。

吸
い
続
け
て
い
る
方
は
、
吸
う
た

び
に
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
自
覚
し
て

く
だ
さ
い
。
で
も
、
安
心
し
て
く

　
脳
卒
中
は
脳
血
管
に
障
害
が
起

こ
る
病
気
の
総
称
で
、
代
表
的
な

も
の
に
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
く
も

膜
下
出
血
が
あ
り
、
高
血
圧
や
生

活
習
慣
な
ど
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
脳
卒
中
に
つ
い
て
生
沼
雅

博
先
生
が
解
説
し
ま
し
た
。

■
脳
卒
中
を
予
防
す
る
10
か
条

　
脳
卒
中
は
、
あ
る
日
突
然
、
私

た
ち
の
日
常
を
奪
い
去
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
実
は
そ

の
多
く
が
日
々
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。
今

日
は
学
会
が
提
唱
す
る
「
脳
卒
中

予
防
10
か
条
」
を
軸
に
、
私
自
身

の
経
験
も
交
え
な
が
ら
、
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
最
も
大
切
な
血
圧
管
理

　
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
最
大
の

危
険
因
子
は
血
圧
で
す
。
血
管
の

中
を
流
れ
る
血
の
圧
力
、
こ
れ
が

血
圧
で
す
が
、
例
え
る
な
ら
庭
の

水
ま
き
に
使
う
ゴ
ム
ホ
ー
ス
と
同

じ
で
す
。
普
通
の
水
圧
で
使
っ
て

い
る
ホ
ー
ス
と
、
常
に
猛
烈
な
圧

を
か
け
て
使
い
続
け
て
い
る
ホ
ー

ス
、
ど
ち
ら
が
早
く
ボ
ロ
く
な
る

か
は
一
目
瞭
然
で
す
。
血
管
も
同

じ
で
、
高
血
圧
の
状
態
が
続
け
ば

血
管
壁
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
脆

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
標
の

数
値
は
一
般
の
成
人
で
「
１
３
０

／
80
㎜
Ｈ
ｇ
未
満
」
で
す
。
高
齢

の
方
で
も
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
症

状
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
は
こ
の
数

値
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

脳卒中を予防しよう



休診日 水曜・土曜の午後、日曜・祝日

所在地 〒963-8803 郡山市横塚1-3-8

詳しくはこちらからご覧ください

診療科 眼科

総合南東北病院
連携医院・病院のご紹介 地域医療 支える絆

地域の皆様へ
当院は郡山市横塚の地で「目のホームドクター」として、地域の皆様が安心して受診できる
クリニックを目指しています。ＪＲ郡山駅東口からほど近い場所に位置し、小さなお子様か
らご高齢の方まで、目に関するあらゆるお悩みに幅広く対応しています。診療では、近視や
ドライアイといった身近な症状から、白内障、緑内障、糖尿病網膜症などの慢性疾患の早期
発見・管理に力を入れています。高度な精密検査や手術が必要と判断した場合には、総合南
東北病院などの基幹病院や高度医療機関と緊密な連携を図り、迅速に適切な治療へとつなげ
る体制を整えています。「目がかすむ」「疲れやすい」といった些細な変化でも、どうぞお
気軽にご相談ください。スタッフ一同、皆様の「見える喜び」を守るため、親身で分かりや
すい診療を心がけ、笑顔でお迎えします。
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b-net.tv/01/clinics/hamatsu.html

9：00～12：30

月　 火　 水　 木　 金　 土　 日・祝診察時間

14：00～18：00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ／ ○ ○ ／ ／

病院へのアクセス

鴻ノ巣公園

芳賀池
公園

郡
山
駅

★
●

●

●

●

●

●

●●

ファミリーマート

ヨークベニマル
本社

郡山駅
東口広場

セブンイレブン

イオンタウン郡山

国際医療看護
福祉大学校

サイゼリア

ペップキッズこおりやま

●
●

●

● ヨークベニマル

ダイユーエイト
WE CARS

知遊堂
保土谷
化学工業

東
部
幹
線

東
部
幹
線

東
北
本
線

美術館通り

浜津眼科

65

浜津眼科
院長 濱津 靖弘 先生

はまつ やすひろ

眼　科
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縁の下の力持ち！？ 
　　絵画の額装の話

　美術館にある作品の額装を意識してご覧になったこ
とはあるでしょうか。額装は作品本体と比べて注目され
る機会こそ少ないものの、作品を保護するだけでなく、
作品全体の印象も大きく左右します。多くの場合は収蔵
当時の額装をそのまま使用しますが、経年劣化などで
交換する際は慎重に選定する必要があります。
　例えば、当館所蔵のサルバドール・ダリ《キャバレー
の情景》（1922）は、元々小判型の特徴的な額が付い
ており、その上からさらに大きい額装で全体を覆う二重
構造でした。そのため通気性が悪く結露が発生しやすい
ことや、作品に対して額装が大きすぎて展示スペースを

圧迫するといった課題を抱えていました。
　新調に際し議論になったのは、元の額装が作家考案
のオリジナルであるのかという点です。もし作家考案の
ものであれば額装自体にも学術的な価値があります。そ
こで専門家による調査を実施したところ、後世に付けら
れたものであると判断されたため、作品のキュビスム的
な表現に合うシンプルな額装に一新しました。
　普段印象に残ることが少ない額装ですが、実はこうし
た議論の末に選択されています。鑑賞の際はぜひ額装
にも注目してみてくださいね。新たな知見が得られるか
もしれません。

肝
胆
相
照
ら
す

〒969-2701
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯1093番23
TEL.0241-37-1088／FAX.0241-32-3332

アートで日々にうるおいを。もろはしきんだいびじゅつかん通信

　
一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患

研
究
所
は
、
福
島
県
出
身
の
大

学
医
学
部
生
を
支
援
す
る
「
渡

邉
一
夫
記
念
奨
学
金
」
の
令
和

８
年
度
（
第
5
期
）
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
制

度
は
南
東
北
グ
ル
ー
プ
創
立
者

の
渡
邉
一
夫
総
長
が
、
将
来
性

豊
か
な
若
き
医
学
生
を
支
援
す

る
た
め
に
創
設
し
ま
し
た
。
今

年
度
４
月
分
か
ら
大
学
卒
業
ま

で
、
国
公
立
大
学
は
月
額
30
万

円
、
私
立
大
学
は
月
額
40
万
円
、

さ
ら
に
希
望
に
よ
り
入
学
金
相

当
額
（
上
限
２
０
０
万
円
）
を

貸
与
し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、

医
師
と
し
て
一
定
期
間
、
福
島

県
内
外
の
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の

医
療
機
関
で
研
修
・
勤
務
す
れ

ば
、
返
済
が
免
除
さ
れ
る
制
度

も
備
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

募
集
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は

５
月
７
日
㊍
（
当
日
消
印
有
効
）

で
す
。
問
い
合
わ
せ
は
総
合
南

東
北
病
院
総
務
課  

☎
０
２
４

（
９
３
４
）
５
７
２
８
ま
で
。

　
消
化
管
を
中
心
に
人
体
の
不
思
議

を
考
え
て
い
ま
す
。
口
か
ら
入
っ
た

食
べ
物
が
、
食
道
を
通
っ
て
、
胃
か

ら
十
二
指
腸
へ
。
こ
れ
ら
は
消
化
管

と
言
わ
れ
る
「
管
状
」
の
臓
器
で
す
。

そ
れ
以
外
に
消
化
に
関
わ
る
臓
器
と

し
て
、
肝
臓
や
胆
嚢
や
膵
臓
な
ど
の

実
質
臓
器
が
あ
り
ま
す
。
十
二
指
腸

に
は
胆
汁
が
流
れ
込
む
胆
管
と
、
膵

液
が
流
れ
込
む
膵
管
が
開
口
し
て
お

り
、
そ
の
胆
汁
は
肝
臓
で
作
ら
れ
、

胆
嚢
に
貯
留
さ
れ
て
、
食
べ
物
が
胃

を
通
る
と
、
そ
の
刺
激
で
胆
嚢
は
収

縮
し
、
胆
汁
を
十
二
指
腸
に
送
り
込

ん
で
消
化
を
助
け
て
い
ま
す
。
極
め

て
巧
妙
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　
「
肝
胆
相
照
ら
す
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
肝
」
は
肝
臓
、「
胆
」

は
胆
嚢
の
こ
と
で
、
両
者
が
近
く
に

あ
っ
て
密
接
な
連
携
を
果
た
す
こ
と

か
ら
、
体
の
底
で
深
く
理
解
し
信
頼

し
助
け
合
う
関
係
を
言
い
ま
す
。

　
新
年
度
。
出
会
い
の
季
節
。「
肝
胆

相
照
ら
す
仲
」
の
交
流
が
で
き
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

予
防
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

医療・健康トピックス

身体の不思議

渡邉一夫記念奨学金
今年度の募集申込受付中

サルバドール・ダリ《キャバレーの情景》  額装交換前（左）、交換後（右）

Vol.37

C O L U M N

文・柿沼 雄二

ただいま
長期休館中！

保存と修復の観点から作品を調
査研究する。過去に展覧会「コレク
ション・ストーリー 諸橋近代美
術館のあゆみ」などを企画

公益財団法人　諸橋近代美術館
学芸員 石澤 夏帆



施
設
だ
よ
り

ゴールドメディア介護老人保健施設 総合南東北福祉センター社会福祉法人
南東北福祉事業団

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
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総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
２
月
の
節
分
に
合
わ
せ
、

各
事
業
所
で
『
豆
ま
き
』
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
に
は
豆
で
は

な
く
、
ボ
ー
ル
や
お
手
玉
、
新

聞
紙
を
丸
め
た
玉
な
ど
で
鬼
を

追
い
払
い
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
支
援
施
設
南
東
北

さ
く
ら
館
に
は
、
赤
鬼
と
青
鬼

が
出
現
し
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル

製
の
〝
金
棒
〞
を
手
に
利
用
者

さ
ん
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
気
合
が
入
っ
た

「
鬼
は
外
」の
声
に
押
さ
れ
、

あ
え
な
く
退
治
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

逃
げ
出
す
か
と
思
わ
れ
た

鬼
は
、
な
ぜ
か
利
用
者
さ

ん
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。

鬼
を
退
散
さ
せ
て
〝
厄
払

い
〞
す
る
つ
も
り
が
、す
っ

か
り
仲
良
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
鬼
も
福
も
呼
び
込
ん
で
、

み
ん
な
で
仲
良
く
一
年
間
を
過

ご
す
の
も
悪
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

節
分
に
合
わ
せ
て
各
事
業
所
で
豆
ま
き
を
実
施

最
後
は
鬼
と
友
達
に
な
っ
て
皆
で
仲
良
く
記
念
撮
影

　
2
月
1
日
㈰
、
ゴ
ー
ル
ド
メ

デ
ィ
ア
で
は
恒
例
の
節
分
行
事

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
鬼

に
扮
し
た
職
員
が
１
、
２
階
の
各

フ
ロ
ア
や
居
室
を
回
り
、
利
用

者
さ
ん
は
豆
に
見
立
て
た
新
聞

紙
ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
手

に
、「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」と
元

気
な
掛
け
声
と
と
も
に
鬼
退
治

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
は
終
始
笑
顔
と
笑
い
声
に

包
ま
れ
、「
久
し
ぶ
り
に
大
き
な

声
を
出
し
て
楽
し
か
っ
た
」「
昔
、

家
族
と
豆
ま
き
を
し
た
思
い
出

が
よ
み
が
え
っ
た
」
と
い
っ
た

お
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
節
分
は
本
来
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
邪
気
を
払
い
、
無
病
息

災
を
願
う
伝
統
的
な
行
事
で
す
。

「
福
は
内
」
と
声
を
出
す
こ
と
で

福
を
呼
び
込
み
、
新
し
い
春
を

迎
え
る
準
備
を
整
え
る
意
味
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
と
と
も
に
季
節
の
行
事
に

触
れ
、
心
も
体
も
温
ま
る
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
節
分
行
事
で
鬼
に
扮
し
た
職
員
が
登
場

利
用
者
さ
ん
が「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」と
元
気
に
鬼
退
治

鬼と仲良く記念撮影する利用者さん

鬼に豆をぶつける利用者さん

鬼にゴムボールを投げる利用者さん

鬼と仲良くなった利用者さん

鬼に襲われそうになる利用者さん

検査期間 月末まで延長！4 人間ドックオプションの一部料金を2026年4月より
改定いたします。
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山
口　
今
回
は
〝
中
テ
レ
〞
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
福
島
中
央
テ

レ
ビ
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
局
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

尾
崎
和
典
社
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

尾
崎　
県
内
で
は
２
番
目
に
古
い

テ
レ
ビ
局
で
、１
９
７
０
年
に
開

局
し
、昨
年
55
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。初
代
か
ら
３
代
目
ま
で
は
地

元
郡
山
の
財
界
人
が
社
長
を
務

め
、４
代
目
以
降
は
読
売
新
聞
か

ら
社
長
を
迎
え
、私
は
10
代
目
で

す
。東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が

経
っ
た
50
周
年
の
折
に「
ふ
く
し
ま

を
盛
り
上
げ
る
テ
レ
ビ
」と
い
う

指
針
を
掲
げ
、福
島
県
を
元
気
に
、

そ
し
て
県
民
に
笑
顔
を
届
け
る
た

め
の
番
組
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
口　
２
０
２
５
年
も
年
間
平
均

視
聴
率
３
冠
と
な
り
ま
し
た
。

尾
崎　
視
聴
率
の
指
標
が
５
年
ほ

ど
前
に
「
世
帯
」
か
ら
「
個
人
」

へ
と
シ
フ
ト
し
、
個
人
視
聴
率
で

も
５
年
連
続
で
３
冠
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
人
視
聴

率
は
「
誰
が
何
を
見
て
い
る
か
」

を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
指
標

で
、
そ
こ
で
評
価
を
い
た
だ
け
て

い
る
こ
と
は
我
々
の
番
組
制
作
の

方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

山
口　
視
聴
者
の
変
化
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

尾
崎　
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
視
聴
で
き
る
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
な
ど

が
普
及
し
、
若
い
世
代
を
中
心
と

し
た
テ
レ
ビ
離
れ
に
は
強
い
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
高
齢
者
層
も
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
特

に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
な
ど
国
民
的
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
配
信
権
を
ネ
ッ
ト

側
が
取
る
よ
う
に
な
り
、「
テ
レ

ビ
よ
り
ネ
ッ
ト
の
方
が
面
白
い
、

便
利
だ
」
と
い
う
認
識
が
全
世
代

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

山
口　
ず
ば
り
、
ロ
ー
カ
ル
局
の

役
割
と
は
何
で
す
か
？

尾
崎　
地
域
に
密
着
し
、
県
民
に

寄
り
添
っ
た
番
組
、
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
、
地
域
課
題
を
共
に
解

決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
「
ふ
く

し
ま
を
盛
り
上
げ
る
」
と
い
う
使

命
を
掲
げ
、
地
元
の
方
々
に
支
持

さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
続
け

る
こ
と
で
、
キ
ー
局
よ
り
も
強
固

な
フ
ァ
ン
層
を
維
持
で
き
る
は
ず

で
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
面
で
も
妥
協

せ
ず
、
全
国
レ
ベ
ル
で
見
て
も
遜

色
の
な
い
番
組
作
り
を
追
求
し
て

い
ま
す
。

山
口　
人
材
確
保
や
社
員
教
育
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

尾
崎　
以
前
と
は
異
な
り
、
公
務

員
や
金
融
機
関
と
掛
け
持
ち
で
受

け
る
学
生
も
多
く
、
内
定
後
に
辞

退
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

単
に
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、

入
社
し
た
社
員
が「
こ
こ
で
働
き

続
け
た
い
」と
思
え
る
環
境
作
り

を
重
視
し
て
い
ま
す
。教
育
面
で
は

キ
ー
局
へ
の
研
修
派
遣
な
ど
を
通

じ
て
、常
に
高
い
技
術
と
感
性
を

養
う
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

山
口　
働
き
方
改
革
や
健
康
経
営

な
ど
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

尾
崎　
2
0
2
2
年
に
く
る
み
ん

認
定
を
県
内
テ
レ
ビ
局
で
初
め
て

取
得
し
ま
し
た
。育
休
取
得
の
男

性
社
員
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
制

度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
社

員
全
員
が
取
得
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。健
康
経
営
で
は
、
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
者
を
表
彰
す
る
「
中
テ

レ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
週
間
」

や
野
菜
摂
取
を
推
奨
す
る
「
中
テ

レ
ベ
ジ
ラ
イ
フ
」な
ど
で
、
社
員
の

健
康
増
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

山
口　
今
後
の
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

尾
崎　
福
島
の
人
口
減
少
、
特
に

若
者
の
流
出
を
止
め
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
す
。
地
元
企
業
の
魅

力
を
知
ら
な
い
若
者
層
に
対
し
、

メ
デ
ィ
ア
の
力
で
「
福
島
で
自
分

ら
し
く
働
け
る
環
境
」
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
発
信
し
ま
す
。
県
内
企

業
の
良
さ
を
伝
え
、
福
島
に
誇
り

を
持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
流
れ

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口　
福
島
を
盛
り
上
げ
、
若
者

が
誇
り
を
持
て
る
県
土
を
創
る
情

熱
と
挑
戦
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

尾崎社長からテレビ局について学んだ山口さん

郡山市池ノ台13-23 
TEL.024-923-3300
https://www.fct.co.jp/

㈱福島中央テレビ

山
口
和
之

い
き

 
い
き

企
業
探
訪

さ
ん
の

（やまぐち・かずゆき）
山口和之

日本はもっと
強くなれる
優しくなれる

Interview

最終回
！

県民に寄り添い笑顔を届ける放送局の役割を追求
メディアの力で人口減少を止め、福島の元気を創る

大勢の来場者でにぎわう中テレ祭り

前参議院議員・元衆議院議員・
南東北グループ顧問・理学療
法士・介護支援専門員。30数年
前、福島県立医科大学病院から
南東北脳神経外科病院（現在
の当院）のリハビリテーション
部門立ち上げに招聘される。以
後、予防・治療・リハビリテー
ション・地域ケアにおいて当院
の発展に尽力。議員時代に東
日本大震災対応をはじめ、世
界に誇れる自立支援介護の推
進、循環器病対策基本法の立
法など医療介護福祉政策の立
案・実施に貢献する。

vol.33

代
表
取
締
役
社
長

尾
崎 

和
典 

氏

お
ざ
き 　

か
ず
の
り



2023年 00月末まで

陽子線治療実績
（2008年10月開院以降）2026年2月末まで

•患者さんに公正な医療を提供いたします。
•医師による説明と患者さんの選択に基づく医療を進めます。
•患者さんのプライバシーを尊重します。
•診療情報を患者さん自身にお伝えします。
•より良い医療が行われるよう研修・研鑚いたします。
•患者さんの人生が最後まで豊かであるようにその意志を尊重します。

私たちの目標（基本方針・品質方針）

頭頸部
1,680

前立腺
1,463

肝・胆
1,388

肺
1,361

その他
1,126

食道
586

膵
589

骨軟部210

直腸癌術後
局所再発121

縦隔 95

部位別治療患者数

計 8,619名

編
集
後
記

　
郡
山
の
街
も
桜
色
に
染
ま
り
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
世
界
に
目
を
向

け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
が
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
緊
迫
す
る

情
勢
下
で
の
原
油
高
は
深
刻
な
物

価
上
昇
を
招
き
、
病
院
経
営
を
激

し
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
光
熱
費

や
薬
品
、
医
療
材
料
の
コ
ス
ト
増

は
、
6
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定

で
期
待
さ
れ
た
増
収
分
を
飲
み
込

む
可
能
性
が
あ
り
、
現
場
の
努
力

を
水
の
泡
に
し
か
ね
な
い
状
況
で

す
。
本
来
な
ら
ば
医
療
と
は
命
を

救
い
、
育
む
た
め
の
も
の
で
す
。

そ
の
尊
い
営
み
が
、
遠
い
地
の
紛

争
と
い
う
外
的
な
要
因
で
脅
か
さ

れ
る
こ
と
に
、
強
い
憤
り
と
虚
し

さ
を
感
じ
ま
す
。
地
域
医
療
を
安

定
し
て
守
り
抜
く
た
め
に
も
、
そ

し
て
何
よ
り
人
々
の
平
穏
な
暮
ら

し
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
戦
火

の
終
息
と
、
平
和
な
世
界
の
訪
れ

を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

2026年 2月1日～28日

救急車受入れ台数

551台
（患者数551人）

救急患者数

1,351人
（時間外1,051人）

ドクターヘリ受入れ

6 件

2月の救急車台数ほか

南
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０
２
6
年
4
月
1
日
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当院のHPはこちら
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この「南東北」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

この「南東北」は、FSC®認証材および
管理原材料から作られています。

この「南東北」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

P-B10141

2月の診療科別手術件数
総合南東北病院、南東北医療・眼科クリニック、南東北第二病院

N e w s　
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
の

研
究
助
成
の
た
め
に
貢
献
し
た
一
般
財
団

法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所
へ
の
紺
綬
褒
章

（
令
和
7
年
度
）の
伝
達
式
が
3
月
11
日
㈬
、

同
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
紺
綬
褒
章
は

国
の
栄
典
制
度
で
、
公
益
の
た
め
に
私
財

を
寄
附
し
た
者
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
国
・

地
方
公
共
団
体
、
公
益
団
体
へ
の
寄
附
が
対

象
で
、
福
島
県
立
医
科
大
学
は
２
０
１
６
年

よ
り
公
益
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
財
団
の
紺
綬
褒
章
の
受
章
は
3
年
連
続

で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
伝
達
式
で
は
竹
之
下
誠
一
理
事
長
か
ら

渡
邉
貞
義
理
事
長
に
褒
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
竹
之
下
理
事
長
が
、「
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
寄
附
は
本
学
の
教
育
研
究
の
奨
励
、

学
術
研
究
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

紺綬褒章を受ける渡邉理事長

脳
神
経
疾
患
研
究
所
が
紺
綬
褒
章
受
章

福
島
県
立
医
科
大
学
で
伝
達
式

新任ドクター紹介

【救急集中治療科】
医員

髙野 みなみ
たかの


